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第４回 大牟田市まちなか活性化協議会 摘録 

 

 

□ 日  時  令和７年７月１０日（木） １１：００～１１：４０   

□ 場  所  大牟田市役所 北別館第２会議室 

□ 参 加 者  委   員：１５名（うち欠席６名） 

        事 務 局：４名（大牟田市まちなか活性化推進室） 

 

□ 会議概要 

 １．開  会  ～進行：事務局 

 

 ２．挨  拶  ～挨拶：正木会長 

 

 ３．委員紹介  ～事務局 

 

４．議  事  ～進行：議長（正木会長） 

 （１）まちなか活性化プログラム掲載事業の令和６年度実施状況について【報告】 

  資料１「まちなか活性化プログラム掲載事業の令和６年度実施状況、 

   別紙３「令和６年度の主な事業」に基づき報告 

         ～資料説明：事務局 

   【質疑応答】 

   無し 

 

（２）成果指標及び参考指標の状況について【報告】 

  資料２「成果指標および参考指標の状況について」に基づき報告 

        ～資料説明：事務局 

   

【質疑応答】 

   （委  員） 成果指標２の「まちなかで起業した人数」について、令和６年度まで

で１９人ということだが、令和５年度までに起業された方は、全て事業

を継続されているのか、リタイアされた方がいないのか教えてほしい。 

   （事 務 局） 本日は情報を持ち合わせていないため、後日、改めてご報告させてい

ただく。 

 

   （委  員） 成果指標３の「まちなかに居住した若者の数」は、目標値１０人以上

に対し、進捗が０人。目標値の考え方は、「若者向け共同住宅（シェア

ハウス等）が令和８年度までに供給されることなどを目指します」とな

っているが、実際にシェアハウスの供給への物件や取組があるのか。 

 

      



2 

 

   （事 務 局） 成果指標３の「まちなかに居住した若者の数」でのシェアハウス等の

取組については、大牟田市・古町の「古里荘」という元旅館の建物をＤ

ＩＹによってシェアハウスに整備する計画として、目標値１０人を設定

していた。しかし、取組の検討を行う中で、法的なハードルが高い状況

もあったことから、所有者が、シェアハウスを断念し、この物件はゲス

トハウスとして整備するということになった。 

このため、シェアハウスの整備に関しては、若者や学生の皆さんがま

ちなかで住んでいただけるような、新たな物件を改めて探して今後も取

組を進めていきたいと考えている。 

 

（３）まちなか活性化プログラムの更新内容について 

  資料３「まちなか活性化プログラムの更新内容」に基づき説明 

        ～資料説明：事務局 

  【質疑応答】 

    無し 

 ～承認～ 

 

 （４）令和７年度の主な事業について 

  資料４「令和７年度の主な事業について」に基づき説明 

        ～資料説明：事務局 

  【質疑応答】 

    無し 

   ～承認～ 

 

（５）まちなか活性化プランの点検・見直しについて 

  資料５「まちなか活性化プランの点検・見直しについて」に基づき説明 

        ～資料説明：事務局 

  【質疑応答】 

    無し 

   ～承認～ 

 

５．そ の 他 

  【質疑応答】 

    無し 

 

  ６．閉  会 ～事務局 

   事務局より、次回の協議会開催は令和８年７月を予定している旨を連絡。 

 


